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文責：校長 小田 伸幸

１２月６日（水）、６年生が富江小学校の６年生と交流

をしました。同じ富江中学校へ進学する子ども達がお互い

を知っておくことで進学後の人間関係の難しさを少しでも

解消しておこうというのが目的です。

盛大にお迎えをしていただいた後は、「修学旅行のまとめ発表会」を行いました。見学地

がほとんど違っていたので、みんな興味を持って聞くことができました。質問や感想を話す

時間もありましたが、なかなか言えず…。その点は、まだまだ頑張らんといけんですね。

打って変わって、バスケットボールの賑やかなこと。特に男子。うり坊たちのラグビーで

すか？ というぐらい激しい戦いで、最後まで目が離せない僅差の好ゲームでもありました。

女子は和気あいあい。終始ニコニコ、笑い声あり、ズッコケありで、苦手な人でも何かし

ら貢献できるような思いやりの多いゲームでした。

３学期に二度目の交流が予定されているということなので、お互いがもっともっと近づけ

たらいいですね。

今年の２学期は、連日、熱中症対策に追われ、「昼休みに外で遊

べない」日が続きました。「いったい地球はどうなっているんだ…」

と思いながらも、子ども達の命を守るため、外気温、室温、湿度、

そして暑さ指数を分刻みで確認する毎日…。分刻みは言い過ぎです

が、それぐらい神経を尖らせて過ごしていました。

さて、子ども達は、行事続きで楽しかったでしょう。しかし、学校は「行事で育てる」こ

とも考えていますので、知らず知らずのうちにいろんな力が身に付いています。豊かな心も

育っています。それは、今までの学校だよりでお知らせしたとおりです。

特に５・６年生の１０月以降はすさまじい行事ラッシュでした。ただ行けばいい、見れば

いいというものではなく、事前準備や練習を重ねるものばかりで大変だったろうと思います。

その分、「かしこく、たくましく」成長しました。６年生には、３学期の大舞台へ向けて、

さらなる躍進を期待しましょう。

えいしんのえいしんの名人名人
２学期は、のべ４３名の『名人』が誕生しました。 ※カッコの中は１，２学期の合計です。

あいさつ名人…９名(19) なかよし名人…１１名(22) ありがとう名人…６名(8)

ききかた名人…６名(8) みずから名人… ４名(20) つづける名人… ７名(8)

１，２学期の合計を見てみると、子ども達の特徴が表れています。子ども一人一人にも個

性があり、この数字が全てとは言えませんが、やはり、人の行動を受けてから、それ

に対してどのような行動をとるかが難しいようですね。これからの課題（頑張るとこ

ろ）として取組を工夫していきたいと思います。

本年も大変お世話になりました。たくさんのご支援、ご協力、ありがとうございま

した。今後も保護者や地域の皆様と一緒になって子ども達を育てていきたいと考えて

いますので、来年もどうぞよろしくお願いします。

盈進小学校だより ～みんなが楽しい学校をめざして～

『盈たして 進むⅡ』

２学期が終わりました２学期が終わりました


